
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

令和７年度 第３回 遠藤地区学校運営協議会 会議録 
 

開催日時 ２０２５年９月１１日（木）１０時～ 

場  所 藤沢市立秋葉台中学校図書館 

出

席

委

員 

千葉 雄一 秋葉台中学校 校長 

和田 武彦 秋葉台小学校 校長 

福田 まり 秋葉台中学校 教頭 

鳥生 文子 遠藤市民センター長 

渡辺 節 遠藤地区学校運営協議会会長 

青木 浩一 遠藤地区青少年育成協力会会長 

下川 依里奈 秋葉台小学校 PTA会長 

小林 俊   秋葉台幼稚園園長 

戸倉 有希子 湘南たんぽぽ保育園副園長 

駒松 佳恵  前秋葉台小学校評議員 

重黒木 雅子 藤沢市社会福祉協議会 

長谷部 葉子 慶應義塾大学環境情報部准教授 

伊澤 清美 遠藤地区主任児童委員 

渡真利 康子 御所見地区主任児童委員 

具島 弘人  秋葉台中学校保護者代表 

                         以上１５名出席 

次

第 

１ 開 会 

２ 秋葉台小学校 学校近況報告（校長） 

  秋葉台中学校 学校近況報告（校長） 

  伊澤コーディネーターより 活動報告 

３ 議題 

  ・地区の防災支援、協力体制について 

  ・授業参観（参観後、感想・ご意見等共有） 

４ その他 

  ・今年度の会議日程（予定） 

５ 閉 会 

（給食試食会） 

 

協

議 

内

容 

○小学校近況報告 

＜新学期と気候変動への対応＞ 

・9月 1日から新学期が開始。大きな事故や病気の報告もなく、無事にスタート。 

・新学期が始まってから、暑さや台風による急激な気候変動への対応に苦労して

いる。外遊びを中止するなど、気温を見ながら臨機応変に対応している。 

・9月 5日には台風の影響で休校となる判断を迫られ、対応に追われた。 

 

＜児童の校外学習と地域との連携＞ 

・子どもたちは暑さに負けず、学習活動に意欲的に取り組んでいる。 

・この 1週間で、井沢農園でのブドウ見学や、菖蒲沢のセブンイレブンでの見学

を実施。地域の協力に感謝しており、学校が地域に支えられていることを実感し



ている。 

・今後は市民センターへの見学も予定されており、地域との連携を深めている。 

・お米作りや、サツマイモ作りも順調に進んでいる。 

＜今後の主な行事予定＞ 

・10月 28日、29日：修学旅行の準備を進めている。 

・11月 1日：運動会を予定。PTAを中心に地域の協力も得て、9月 20日に校庭の

一斉清掃を行う。 

 

○中学校近況報告 

＜新学期と部活動の成果＞ 

・中学校は 2学期制（前期・後期）で、前期は 10月 10日まで。夏休み期間中に

大きな事件や事故はなかった。 

・部活動では、市内大会や地区大会で多くの部が活躍。 

＜今後の主な行事予定＞ 

・9月 19日（金）：文化祭「紅葉祭」が開催される。 

・10月 9日（木）：合唱コンクールがオーエンス文化会館（綾瀬市）で開催され

る予定。 

＜学校の 50周年記念事業＞ 

・学校創立 50周年を記念して、生徒全員にオリジナルマフラータオルを配布し

た。今後は、航空写真やクリアファイル、記念品のテント、椅子なども検討して

いる。 

・記念講演会の実施も考えているが、予算の都合もあり、講演してくれる著名人

を探している。 

 

○コーディネーターおよび学校運営からの報告 

＜コーディネーターの役割と活動＞ 

・8月には初めて研修会に参加し、他のコーディネーターの活動状況を知る機会

を得た。 

・遠藤地区では、大規模なイベントを催すよりも、先生方の困りごとを聞き取り、

地域住民の力を借りて解決するという方針で活動している。 

・夏休み前には、イトーヨーカドーのゲームセンターに来ている、保護者が同伴

していない子どもたちについて店側と情報を共有し、巡回を行った。今後も継続

して見守っていく。 

・地域のお祭りでも、青少年がトラブルを起こさないよう見守り活動を実施して

いる。 

＜学校と地域の連携について＞ 

・市民センターに設置された学習スペースが、子どもたちの自主学習の場として

非常に好評。テスト期間中には中学生がよく利用している。 

・夏休み中の宿題のやりとりなど、子どもたち同士の交流の場にもなっている。 

・地域の方々からのサポートが、学校の教育活動に大きく貢献している。 
 

○地区の防災支援、協力体制について 

＜台風接近時の休校判断について＞ 

・9月 5日の台風の際、小学校は市内一斉に休校となったが、中学校は各校の判

断に委ねられた。中学校は、休校、午前授業、通常授業と対応が分かれた。この



対応の違いは、各校の状況（テスト期間など）や、気象状況の予測を基にした校

長判断によるものである。中学校側としては、下校時間帯の天候回復を見込んで

通常授業としたが、途中で避難指示が出て対応に苦慮した。 

 

この件に関して、様々な立場にある委員の中で意見交換が行われ、災害時の情報

共有と対応の連携の重要性が再確認された。 

・特に、地域防災本部から「線状降水帯が発生する懸念がある」といった情報が

発信されれば、全校一斉休校の判断がしやすくなるという意見が出た。 

 
 

次回開催日程 ２０２５年１１月１４日（金）１０時～ 

  場所 秋葉台小学校 図書室 


